
平成１９年３月期 決算説明会

グローリー株式会社

当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されたものです。

当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、今後において業績見通しが変動するなどの
リスクや不確実性を含んでおります。

従いまして、投資判断を決定する場合には、本資料の将来の見通しのみに依拠することは、お控えくださるようお願い申し上げ
ます。

また、本資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる場合を除き、
事前予告なく変更することもありますので、ご了承ください。

連結業績の概要１

２

３

４

５

連結業績の詳細

その他の情報

平成２０年３月期 業績予想

中期経営計画への取り組み
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連結業績の概要１

平成１９年３月期 決算説明会
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連結業績概要 前年同期比

経常利益

当期純利益

164,539

12,960

13,406

6,461

+16.5%

+137.7%

+118.6%

+773.1%

（百万円） 前年同期比

売上高

営業利益

平成19年3月期

(2007年3月期)

金融機関市場、海外市場が牽引し、順調に推移。

売上高の増加、並びに原価率、販管費率の低減により利益率が改善。

141,231

5,453

6,132

740

平成18年3月期

(2006年3月期)

利利 益益

売上高売上高

※パチンコホールのリース料などの債務や米国での訴訟和解金などを特別損失に計上

連結業績の概要１

160,000

11,000

11,200

7,000

平成19年3月期予想

（平成18年8月7日修正）
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連結業績の詳細２

平成１９年３月期 決算説明会
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0

100,000

200,000

H18/3（06/3） H19/3（07/3）

百万円

全セグメント

0

100,000

200,000

H18/3（06/3） H19/3（07/3）

百万円

全市場

（百万円）

セグメント・市場別売上高

金融機関 51,82624,598 +110.7%

市 場

海 外

流通・交通

自動販売機

遊 技

平成１９年３月期
（2007年3月期)

28,476

平成１８年３月期
（2006年3月期)

19,148

27,818

18,730

35,986

前年同期比

+48.7%

△4.5%

+3.5%

△27.2%

26,557
19,388
26,202

一 般 14,951 △19.1%12,090

セグメント

貨幣処理機

及び貨幣端末機

自動販売機

及び自動サービス機器

その他の商品

及び製品

平成１９年３月期
（2007年3月期)

92,829

平成１８年３月期
（2006年3月期)

63,567

57,052

20,610

前年同期比

+46.0%

△16.7%

+17.3%

47,535

24,174

（百万円）

連結業績の詳細２

164,539
141,231

164,539
141,231
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市場別売上高構成

金融機関
17.4％

流通・交通
19.7％自動販売機

13.3％

遊 技
25.5％

一般
10.6％

金融機関
31.5％

流通・交通
16.1％

自動販売機
11.8％

遊 技
15.9％

一般
7.3％

164,539 +16.5%

（百万円） 前年同期比

売上高

平成19年3月期

(2007年3月期)

141,231

平成18年3月期

(2006年3月期)

平成18年3月期 平成19年3月期

海 外
17.3％

海 外
13.6％

連結業績の詳細２
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オープン出納システム「ＷＡＶＥシリーズ」

窓口用現金入出金機「ＲＢシリーズ」

H18/3(06/3) H19/3(07/3)

51,826

オープン出納システム
ＷＡＶＥシリーズ

窓口用現金入出金機
ＲＢシリーズ

●基幹商品の需要が拡大

24,598

金融機関市場

・金融機関の業績向上と併せて、現金取扱い業務の

人的ミス削減に関する設備投資意欲が向上。

・郵政民営化に伴う機械化促進と内部統制強化によ

る需要拡大。

業績に影響した主な製品

【前年同期比】１１０．７％増

金融機関 51,82624,598

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期)

（単位：百万円）

17.4%

31.5%
総売上高比率

連結売上高

+110.7%

前年同期比

連結業績の詳細２
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13.6%

17.3%

●欧州でシステム製品の需要が拡大

海外市場

業績に影響した主な製品

【前年同期比】４８．７％増

海 外 28,47619,148

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期)

（単位：億円）

総売上高比率

連結売上高

H18/3（06/3） H19/3（07/3）

284

191

(81)

(63)
(17)

(108)

(15)

■■OEM

■■アジア
オセアニア

■■中国
台湾
韓国等

■■ヨーロッパ

■■アメリカ

欧州でのユーロ通貨に関する偽札対応や省力化

ニーズの高まりから、ＡＴＭの需要やシステム商品の

需要が拡大。

紙幣入出金機
ＲＢＵシリーズ

ＡＴＭ用紙幣入金ユニット
ＵＤシリーズ

紙幣入出金機
ＲＺシリーズ

窓口用紙幣入出金機「ＲＢＵシリーズ／ＲＺシリーズ」

ＡＴＭ用紙幣入金ユニット「ＵＤシリーズ」

(77)

(35)
(9)

(58)
(12)

+48.7%

前年同期比

連結業績の詳細２
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19.7%

16.1%

レジつり銭機「ＲＴ・ＲＡＤシリーズ」

流通・交通市場

業績に影響した主な製品

【前年同期比】４．５％減

流通・交通 26,55727,818 △4.5%

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期) 前年同期比

（単位：百万円）

総売上高比率

連結売上高

●レジつり銭機が堅調

従業員のパート・アルバイト化、営業時間の延長に

より、レジ周辺機器の需要は拡大。また、入金機も

堅調に推移したが、その他の商品が低調。

ドロア付きレジつり銭機
ＲＴ・ＲＡＤシリーズ

大手量販店向け
レジつり銭機

ＲＴ・ＲＡＤシリーズ

H18/3(06/3) H19/3(07/3)

26,55727,818

連結業績の詳細２
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H18/3(06/3) H19/3(07/3)

たばこ自動販売機

自動販売機市場

業績に影響した主な製品

【前年同期比】３．５％増

自動販売機 19,38818,730

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期)

（単位：百万円）

総売上高比率

連結売上高

●たばこ販売機の販売が微増

19,388

積極的な販売活動により成人識別機能付き

たばこ販売機の販売が堅調に推移。

平成１８年１０月よりスタートした改造作業も貢献。

たばこ販売機
TNRシリーズ

18,730

13.3%
11.8%

+3.5%

前年同期比

連結業績の詳細２
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H18/3(06/3) H19/3(07/3)

台間紙幣メダル貸し機

紙幣両替機

遊技市場

業績に影響した主な製品

【前年同期比】２７．２％減

遊 技 26,20235,986

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期)

（単位：百万円）

総売上高比率

連結売上高

●業界全体の低迷により投資が冷え込む

26,202

35,986

規制改正に伴いホールは遊技機器へ投資をシフト。

更にパチンコ人口の減少など、市場の縮小により

関連機器の需要が低調。

カード関連機器は堅調に推移。

高額紙幣両替機
ＥＲ－１２０－Ｅ

台間メダル貸し機
ＪＭＭ－２０/２０Ａ

25.5%

15.9%

△27.2%

前年同期比

連結業績の詳細２
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●選挙関連市場が順調に推移

一般市場

業績に影響した主な製品

【官公庁市場 前年同期比】３４．５％増

一 般 12,09014,951

市 場
平成19年3月期
（2007年3月期)

平成18年3月期
（2006年3月期)

新製品の発売などにより、統一地方選に関する需要

を確実に取り込み、官公庁市場が順調に推移。

自書式投票用紙分類機
ＧＴＳシリーズ

自書式投票用紙分類機「ＧＴＳシリーズ」

△19.1%

前年同期比

H18/3(06/3) H19/3(07/3)

（単位：百万円）

総売上高比率

連結売上高

10.6%
7.3%

【統一地方選挙 ＧＴＳ稼動状況】

・選挙実施日

平成１９年４月８日・２２日

・ＧＴＳ稼動台数

延べ４２０台
（ＧＴＳ-５００×述べ１２０台）

・開票所数

述べ１５０ヶ所

12,090

14,951

連結業績の詳細２
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287 287 256
364

303 316

5
220

15

195

0

200

400

600

800

1,000

H14/3（02/3） H15/3(03/3) H16/3（04/3） H17/3（05/3） H18/3（06/3） H19/3(07/3)

新通貨関連の保守売上高

通常の保守売上高

23% 24%
27%

30%

22%
19%

億円

保守売上高比率

（476）

（559）

（302） （308）

保守売上高
連結業績の詳細２

13



販管費

5,453

営業外費用

法人税法人税等調整額等調整額 1,732 3,127 1,394

営業利益営業利益

（百万円）

売上高売上高

平成18年3月期

(2006年3月期)

損益計算書

売上原価

営業外収益

経常利益経常利益

特別損失

税引等調整前当期純利益税引等調整前当期純利益

141,231

94,209

41,568

1,450

771

6,132

3,900

2,323

平成19年3月期

(2007年3月期)

164,539

108,627

42,951

12,960

1,719

1,272

13,406

3,980

9,599

増 減

23,308

14,418

1,383

7,506

268

500

7,274

80

7,276

特別利益 91 173 82

当期純利益当期純利益 740 6,461 5,720

（単位：百万円）

特別損失 １．米国での特許訴訟の和解金(7.2億円)
２．連結対象企業に入れた子会社の「のれん代」の一括償却
３．固定資産除却損
４．パチンコホールの民事再生法申請によるリース解約損失引当金繰入額(回収懸念債権)

連結業績の詳細２
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平成20年3月期 業績予想３

平成１９年３月期 決算説明会
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平成20年3月期 業績予想

金融機関市場、自動販売機市場の需要拡大により前年同期から増加。

研究開発投資額の増加や減価償却制度改正に伴う影響などから減少。利利 益益

売上高売上高

※コスト構造改革などの事業構造改革の推進や業務の合理化、人材の有効活用など
経営効率の向上を推進。

経常利益

当期純利益

170,000

12,000

12,000

8,000

+  3.3%

△ 7.4%

△10.5%

+23.8%

（百万円） 前年同期比

売上高

営業利益

平成20年3月期予想

(2008年3月期)

164,539

12,960

13,406

6,461

平成19年3月期

(2007年3月期)

平成20年3月期 業績予想３

16



自動販売機

遊 技

55,500

26,000

24,000

24,000

51,826

26,577

19,388

26,202

（百万円）

金融機関

流通交通

売上高売上高

32.6%

15.3%

14.1%

14.1%

構成比

一 般 12,00012,090 7.1%

28,50028,476海 外 16.8%

平成20年3月期（2008年3月期）

+ 7.1%

△ 2.2%

+23.8%

△ 8.4%

前年同期比

△ 0.7%

0%

平成20年3月期 業績予想（市場別売上高）

31.5%

16.1%

11.8%

15.9%

構成比

7.3%

17.3%

平成19年3月期（2007年3月期）

平成20年3月期 業績予想３

合 計 170,000164,539 100.0% + 3.3%100.0%
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中期業績目標

518

555

530

285

285

300

266

260

260

194

240

150

262

240

240

121

120

120

0 500 1,000 1,500 2,000

H19/3実績

H20/3目標

H21/3目標

億円

金融機関 海外 流通・交通 自動販売機 遊技 一般

1,645

1,700

1,600

（０７/３）

（０８/３）

（０９/３）

市場別売上高

050100150
億円

130

130

120

120

134

129

営業利益 経常利益

営業利益・経常利益

64

80

85

当期純利益

平成20年3月期 業績予想３
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４ 中期経営計画への取り組み

平成１９年３月期 決算説明会
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グローリーの対応518 555 530

H19/3(07/3) H20/3(08/3)予 H21/3(09/3)予

億円中期売上高目標

郵政市場への拡販

●窓口用入出金機の拡販

●オープン出納システムの導入拡大

●窓口用入出金機の拡販

●オープン出納システムの導入拡大

オープン出納システムの拡販

●シリーズラインナップの強化と高機能化●シリーズラインナップの強化と高機能化

金融機関市場

メガバンク

地方銀行

第２地方銀行

信用金庫

信用組合

その他、金融機関

郵便貯金（ゆうちょ）銀行

業

態

事業規模

オープン出納システム

重要物管理機

●ビジネスチャンスの拡大に伴うシェアアップ

メガバンク

・勘定系システムの統合
・ｵｰﾌﾟﾝ出納ｼｽﾃﾑのリプレース

全業態

・現金取り扱い業務における
人的ミスの削減（厳正化）

日本郵政公社

・民営化による業務の効率化や
サービスの多様化

地方銀行・信用金庫等

・システム機器への移行

窓口用
現金入出金機

中期経営計画への取り組み４
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H12/3(00/3) H13/3(01/3) H14/3(02/3) H15/3(03/3) H16/3(04/3) H17/3(05/3) H18/3(06/3) H19/3(07/3) H20/3(08/3) H21/3(09/3)

事業別売上高イメージ

285 285 300

H19/3(07/3) H20/3(08/3)予 H21/3(09/3)予

億円

オートキャッシャー市場（OEM含む）

現行の通貨処理機器事業

ＡＴＭ用ユニット（OEM事業）

パーツ

レジ関連機器

ＲＢＵシリーズ

ＵＤシリーズ

ＧＦＲシリーズ

欧州販売体制の強化

●欧州市場における直販網の整備●欧州市場における直販網の整備

ＡＴＭユニットの拡販

●価格対応力の強化●価格対応力の強化

ＢＲＩＣｓ市場への拡販

●商品ラインナップの強化●商品ラインナップの強化

海外市場

1.各国通貨の流通量の増加と偽札対策⇒ 機械化、合理化の流れ

2.現金管理の厳正化ニーズの高まり

3.単能機からシステム機器需要へ

4.新興市場（ﾛｼｱ・中国・ｲﾝﾄﾞ・ﾄﾙｺ、等）の需要拡大

5.金融機関店舗の窓口形態の変化⇒機械化

【市場の近況】

●市場開拓と販売促進

ＯＥＭ市場（ＡＴＭユニット）

通貨処理機市場

新製品

中期経営計画への取り組み４

中期売上高目標
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標準タイプ

高機能タイプ

フロント市場 主要製品（自動つり銭機）フロント市場 主要製品（自動つり銭機） 警送市場 主要製品（売上金入金機）警送市場 主要製品（売上金入金機）

フロント市場の拡販

●レジつり銭機の拡販

●無人レジシステムへのユニット供給

●レジつり銭機の拡販

●無人レジシステムへのユニット供給

警送市場の拡販

●警送会社による現金回収ニーズの高まりへの対応●警送会社による現金回収ニーズの高まりへの対応

POSレジメーカーに
セルフレジのユニット
供給

・大手スーパー

・大手家電量販店等

・ショッピングセンター
・専門店
・飲食店等

OEM供給タイプ

中小型店向け大型店向け 中大型店向け

多い 少ない入金量

266 260 260

H19/3(07/3) H20/3(08/3)予 H21/3(09/3)予

億円

流通・交通市場

●レジつり銭機市場・警送市場の拡販
中期経営計画への取り組み４

中期売上高目標
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改造作業

●成人識別機能搭載たばこ自動販売機の状況

自動販売機市場

194

240

150

H19/3(07/3) H20/3(08/3)予 H21/3(09/3)予

億円

喫煙人口の減少，管理者から見える場所への販売機の設置などの規制，コンビニエンス

ストアでの売上増などにより、たばこ自動販売機は減少傾向。

⇒ ［現在の市場稼動台数 約５６万台］

●グローリーの予想対象台数【約１５万台】

・平成18年10月より改造作業スタート

約３万台の改造作業が終了
（平成19年4月末時点）

成人識別機能搭載
たばこ販売機への対応

市場全体の予想対象台数

成人識別機能付きたばこ販売機の需要（更新・改造）予測

H18/3 H18/9 H19/3 H19/9 H20/3 H20/9 H21/3

【参考】導入スケジュール

・2008年3月～ 宮崎、鹿児島で運用開始

・～2008年7月 全国へ展開

（2006年10月20日 日刊工業新聞より）

た
ば
こ
カ
ー
ド
発
行

パ
イ
ロ
ッ
ト
エ
リ
ア
開
始

全
国
展
開

中期経営計画への取り組み４

中期売上高目標
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262
240 240

H19/3(07/3) H20/3(08/3)予 H21/3(09/3)予

億円

ナスカカードシステムの
積極的な拡販

周辺機器の充実

遊技市場

●カードシステム製品の拡販

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

1999(H11) 2000(H12) 2001(H13) 2002(H14) 2003(H15) 2004(H16) 2005(H17) 2006(H18) 2007(H19)予 2008(H20)予

店

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
万人

店舗数

パチンコ人口

【市場の近況】

・規制改正に伴う遊技機器の入替経費増がホール経営を圧迫。

体力のない中小規模店が減少。

・パチンコ人口が減少し、平成18年には過去最低の1,345万人に減少。

市場予測

中期経営計画への取り組み４

中期売上高目標
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自社技術

他社技術

販 売
フィー
ビジネス

●新事業のポートフォリオ

新事業

生体認証

印刷検査機

通信サービス事業

精算
ビジネス

平成２１年３月期 目標

５０億円

会話プライバシー

中期経営計画への取り組み４
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委員長

社 長

事務局

成長戦略効率化戦略ガバナンス戦略

カンパニー

売上高 1250億円
営業利益 100億円

新事業の育成

売上高 ５０億円

事業構造改革

１４億円のコスト
削減

重複業務の合理化

９億円のコスト削減

上場企業としての
機能を強化

ガバナンス体制の構築

人事制度改革

システム融合

事業会計システムの
構築

本社改革 開発革新

生産革新

営業革新

通信サービス事業

印刷検査機

精算ビジネス

生体認証 金融ｶﾝﾊﾟﾆｰ

海外・ＯＥＭｶﾝﾊﾟﾆｰ

流通・メディアｶﾝﾊﾟﾆｰ

自販機・遊技ｶﾝﾊﾟﾆｰ

保守統括本部

ブランド戦略 システム開発革新全社間接業務の合理化

合併後の動き１

統合による企業価値向上の基盤を確立する

“合併効果の実現”

●企業価値向上委員会
中期経営計画への取り組み４
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●新役員体制及びガバナンス機能の分担

経営チェック・
監督機能

業務執行機能
戦略策定・
意思決定機能

取締役（非常勤）

代表取締役社長

取締役

監査役（常勤）

社外取締役

代表取締役会長

社外監査役

（執行役員兼務）

専務執行役員

常務執行役員

執行役員

合計9～10名

上席執行役員

合計4名

業務執行指示

適宜
配置

・経営の監督機能の強化
・業務執行機能の強化

合併後の動き２
中期経営計画への取り組み４
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その他の情報５

平成１９年３月期 決算説明会
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配当方針配当方針

自己資本をベースとした安定配当に加え、
連結業績等の動向も勘案した利益還元

平成19年3月期の連結業績を勘案し、株主の皆様の日頃のご理解とご支援にお応えする

●平成１９年３月期の配当予想修正について

１株当たりの配当金１株当たりの配当金

中間期末 期 末 年 間

１１円００銭 １７円００銭 ２８円００銭
前回予想

平成18年11月16日

１１円００銭
１９円００銭 ３０円００銭

今回修正予想
平成19年4月26日 普通配当１７円００銭

特別配当 ２円００銭

株主還元について１

普通配当２８円００銭

特別配当 ２円００銭

その他の情報５
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株主還元について２

●自己株式の取得について

・取得する期間

・自己株式取得の理由

・取得する株式の種類

・取得する株式の総数

・株式の取得価額の総額

・買付け方法

平成１９年５月１８日～９月３０日

当社普通株式

１６０万株を上限とする(発行済株式総数の２.１６％)

４０億円を上限とする

信託方式による市場買付け

その他の情報５

機動的な資本政策の遂行および株主還元策の一環として、
消却を前提とした自己株式の取得を行う。

【平成１９年５月１７日現在の自己株式の保有状況】

・発行済株式総数（自己株式を含む） ７４，２３６，２１０株
・自己株式 ９２，９７３株
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資本政策について

●保有キャッシュの使途について

・金融機関向け預金枠
・金融機関等の投資有価証券等の保有枠

（資本政策の資金枠含む）

運転資金

事業拡大のための資金

グループ会社への貸付金

金融機関からの借入枠金融機関からの借入枠

約４００億円

約２５０億円

約１００億円

約 ５０億円

２２５５０億円０億円

約約８０８００億円０億円合合 計計

保有キャッシュの限度枠

借入限度枠

その他の情報５
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